
 



アメリカ報告 
  １２月１０日から１２月１６日の日程でアメリカ広葉樹原木の仕入に出かけました。初めにアメ

リカ広葉樹の状況を簡潔に報告します。 

１、中国人が膨大なチャイナマネーでアメリカ広葉樹の立ち木の権利を大量に買い付けている。 

２、中国から、昨年比プラス５０％アップの注文が来ている。 

３、特にブラックウオールナット・ホワイトオーク原木価格が上昇している。 

昨年はウイスコンシン・オハイオ・ペンシルバニア・バージニアと出かけましたが、今回はペン

シルバニアで良質のブラックチエリー材の原木の出材が思わしくない報告を受けていたので、ペン

シルバニアを除く３ヵ所４ヤードを回り、３ヤードにて５コンテナを買い付けてきました。昨年が

８コンテナですので、今年は３コンテナ減らさざるを得ませんでした。 

減らした理由を下記に書きます。 

＊ 為替は昨年、平均１０８円で決済しましたが今年は１１５円で決済をせざるを得ません。コス

トが７％分上昇します。 

＊ フレートが１０％値上りしています。 

＊ 上記の１と２の影響で良質材の出材が少なかった。 

＊ 昨年より日本国内の無垢材を使うマーケットの状況が悪い。 

１２月１１日ＡＭ９時にアポイントを取っていたウイスコンシンの土場に到着しました。一年ぶり

に先方の社長とがっちり握手をして今年も宜しくお願いしますと挨拶をしました。 

最初に検品をハードメープル→から始めました。色の

白い疑芯の少ない原木を選木しました。次にバースウッ

ド↓を選木しましたが、昨年より原木の太さが細い為に

予定数量より減らしました。 

３番目にレッドオーク原木↓を検品しまし

た。そしてペンシルバニアに出向かない為に、ここの土

場でブラックチエリー原木を当初３０本程度買付けす

る計画を立てていましたが、品質的に良くなかったので、

結果的に数量を僅か半分の１５本にしました。 

 ブラックチエリー原木はなぜか中国から多くの注文

は来ていませんでした。他の樹種と比較して不思議な現

象でした。又ここの産地は元々ブラックチエリー材が多

くないので此れで良いかなと判断しました。ウイスコン



シンはペンシルバニアと比較して色が少し浅いのが特徴

です。 

最後にブラックウオールナット原木の検品をしました。

１コンテナ分ですが、昨年とほぼ同じ様な品質の原木→

の手当てが出来たと思います。現場に特に良い原木が少

量並んでいたので、下の３本は↓高値でしたが超高値で

買い付けてきました。 

現在の日本のウオールナットの市場では、

品質の悪い節が入っている巾広の天板と呼

ばれている材は溢れかえっていますが、長

さ４メーター以上で無節の板目板と柾目板

は殆ど流通していません。先々東京オリン

ピック関係の高級ホテル工事に使える品質

の板が取れると考え購入しました。その様な物件は、巾

の広さより、良い色合いである事・無節である事・長さ

がある事等の条件の方が、必要だと思います。小生の思

惑ですので外れる可能性は有りますが、清水から飛び降

りる心境で買い付けました。 

検品と契約のサインを済まし社長（左）と社長の右腕（右）とランチを社長の奢りで食べに行きま

した。とても美味しいアメリカ料理でした。 

二日目にホワイトオークの特選原木の仕入の為に場所をオハイオ↓に移動しました。ここの産地の

ホワイトオーク原木はアメリカで一番良い品質ですので、訪問する前から単価が高い事は想像してい

ましたが、想像以上の価格を提示されまし

た。 

現場に行くと約６０，０００ＭＢＦの良

質原木が並んでいました。しかも小生が一

番抜きだったので、少々高いとは思いまし

たが誰も抜いていないコンテナ１台分は

値打があると思い（１２月１５日に開催さ

れた旭川の銘木市には此れだけの高品質

のナラを含めたオーク材が出品されてい

ないとの情報も有りました。）買付けをし

ました。 

 



１２月１２日にオハイオで契約を結んで３時過ぎにバージニア

に向け出発しウエストバージニアのミネラル・ウエルズで一泊し

ました。クリスマス前なのでホテルの正面玄関でクリスマスツリ

ーが美しく飾られていたので記念写真を撮りました。 

１２月１３日早朝バージニアに向けホテルを出発しました。オ

ハイオからバージニアまでの総移動距離は７５０キロでした。１

３日ＰＭ２時にバージニアの新しいシッパーとアポイントを取っ

ていたので途中昼食を軽めに取り現場に向かいました。実はこの

シッパーは服部商店が製材品を取り引きしているシッパーです。

このヤードを今年買収したそうです。ここでのやり取りは、色ん

な兼ね合いがあるので省略させていただきます。このシッパーの

製材品は日本で流通しているイエローポプラの製材品の中でもトップ３に入る品質だと思います。 

翌日１２月１４日ＡＭ９時に最後のバージニア州の土場で昨

年初めて取引した社長←と握手をしてコンテナ１本（イエローポ

プラ 3本・ブラックウオールナット 1本・バースウッド 1本・ホ

ワイトオーク２３本）を選木させて頂きました。特にここの社長

は日本人以上の働き者です。現場を離れる時握手をしたかったの

ですがクレーンを操作していたので、手を振り来年の約束をしま

した。 

 このシッパー↓とオハイオのシッパー（前ページ）のホワイト

オーク原木の価格差は４０％も有りますが、極一部の御客様を除

くと十二分にご使用頂ける 

質で有ることを確認しているので安心して選木させて頂きました。というのは１１日と１２日の二日

間で交渉した全樹種は、全て値上げを受けいれて来ましたが、この日は、価格は前年度と同じで良い

と社長が仰っていたので安心しました。又来年の事も同時に考える必要があるので、ブラックウオー

ルナット原木を１本サンプルで購入しました。４年前まではバージニアのブラックウオールナット原

木を主体に扱っていましたが、商社と揉めたのも同樹種だったので、ここは慎重に進める為に無理を

御願いして分けて頂きました。オハイオ・ウイスコンシンと比較すると少し色は濃い目ですが、価格

差が２０％以上有る為です。 

今回で商社を外して４年目に入りますが、やっとアメリカの森林の極々僅かが解ってきた程度です。

来月号でも、ネット等に掲載されていない本当の情報を皆様にお届けしたいと思います。 


